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ベインキャピタルを軸とする企業コンソーシアムによる 

日立金属普通株式の公開買付けの成立について 

 

ベインキャピタルは、本日、Bain Capital Private Equity, LP（以下、「ベインキャピタル」）

を軸とする企業コンソーシアムによる、日立金属株式会社（以下、「日立金属」）の普通株式

の公開買付けが 10 月 25 日をもって成立したことを発表しました。ベインキャピタル、日

本産業パートナーズ株式会社（JIP）、ジャパン・インダストリアル・ソリューションズ株式

会社（JIS）からなる企業コンソーシアムは、資本、経営支援、インダストリーや技術に関す

る知見の提供を通じ、日立金属のさらなる成長を支援していきます。 

 

日立金属は、高品質な特殊鋼、素形材製品、磁性材料・パワーエレクトロニクス、電線材料

の製造・販売で世界をリードしている企業です。ベインキャピタルとコンソーシアムパート

ナーは、日立金属が掲げる Vision「持続可能な社会を支える高機能材料会社（Leading 

sustainability by high performance）」に基づくマーケットリーダーシップ戦略を支援し、電

気自動車をはじめとする市場拡大が期待される様々な領域において、新たな成長機会を獲

得することに貢献していきます。 

 

ベインキャピタルのアジア事業の創設メンバーであるマネージング・ディレクターのデイ

ビッド・グロスローは、次のように述べています。 

「日立金属は数十年にわたる研究開発のリーダーシップ、業界をリードする顧客との密接

かつグローバルな関係、各事業における技術的優位性を有しています。私たちが有するグロ

ーバル及び日本での自動車・半導体等製造業等への豊富な支援を通じて培った経験を最大

限に活用し、日本を代表する企業である日立金属を支援させて頂くことを大変嬉しく思っ

ております。」 

 

本件は、日本におけるプライベートエクイティ投資としては、キオクシア（旧東芝メモリ株

式会社）に次いで 2 番目の規模となり、アジアでは 3 番目となります*。また、トランスフ

ォーメーションのポテンシャルが高く、複雑かつグローバルなカーブアウトにおいて、経営

陣と密に連携をし、さらなる成長を実現していくというベインキャピタルの戦略に合致す

るものです。 

*アジアにおけるプライベートエクイティ投資に関するトムソン・ロイターのデータに基づく当社調べ 

 

ベインキャピタル日本代表の杉本勇次は、次のように述べています。 

「日本を代表する企業である日立金属の経営陣と一体となって、さらなる事業の強化、成長

を目指していく事を心から待ち望んでいます。公開買付けの成立は、すべてのステークホル

ダーにとって素晴らしい結果であり、日本の産業を支える日立金属の継続的な成長を支援

できるよう全力を尽くしてまいります。」 



ベインキャピタルは、2006 年に東京オフィスを開設して以来、日本に根差し各分野に精通

した、戦略や事業に関する専門性を有する 50 名以上のプロフェッショナルが、成長と企業

価値向上のための施策の実行を支援しています。ベインキャピタルは、Coherent (fka II-VI)、

キオクシア、NXP Semiconductors、日本風力開発、昭和飛行機工業など、様々な先端産業

やテクノロジー企業への投資と成長を実現してきました。 

 

日立金属の連結売上収益は 9427 億円（2022 年 3 月期）、社員数（連結）は 27,771 人（2022

年 3 月現在）となっています。 

 

ベインキャピタルについて 

ベインキャピタル（http://www.baincapital.com）は、1984 創業以来、経営のパートナーと

して優れた企業を築き上げ、その成長を支援するための戦略的リソースを提供してきまし

た。ベインキャピタル・プライベートエクイティは、250 人以上の投資専門家からなるグロ

ーバルなチームを有し、ヘルスケア、消費財・小売、金融・ビジネスサービス、工業、テク

ノロジー、メディア、通信などの主要産業におけるグローバル・プラットフォームと深い専

門性を通じて、ポートフォリオ企業に価値を創造しています。ベインキャピタルは、4 大陸

に 23 のオフィスを構えています。設立以来、1,100 社以上の企業にプライマリー投資また

はアドオン投資を行っています。ベインキャピタルは、プライベートエクイティに加えて、

クレジット、パブリックエクイティ、ベンチャーキャピタル、不動産など、複数のアセット

にわたって投資を行っており、総資産は約 1600 億ドル、当社の共有プラットフォームを最

大限に活用し戦略的重点分野における機会を獲得しています。 

 

詳細については www.baincapitalprivateequity.com  

https://www.baincapital.co.jp/をご覧ください。 


